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第 １０ 号

ＣＳだより はいちゅう
令和３年１２月発行

第２２回県市町対抗駅伝で榛中生が大
活躍しました。

１２月４日（土）に第２２回県市町対抗駅伝が静岡市で開催されました。市

の部は２３市２５チーム・町の部は１２町１２チーム、計２７チームで１２区

間（４２，１９５Km）で小学生・中学生・高校生・一般（大学生含む）が各

々の市町の代表として襷を繋ぐ駅伝大会です。

牧之原市の代表に１区に１年加藤睦さん・７区に３年増田敬朝さん・８区に

３年加藤陽向さんが出場し、サブメンバーとして筆塚球児さんがエントリーさ

れました。各区間で県内のトップランナーが走る中、市の代表という自覚と誇

りを胸に、そして支えてくれた多くの方々に感謝をし、走りきることができま

した。

❐ 駅伝コーチ 片瀬 徹（川崎区）さんのコメント

３年 ３年

増田敬朝さん 筆塚球児さん

小６出場以来２回目の代表。集中力が高 陸上部の部長としてリーダーシップを発揮

く、よく考えてレースや練習ができた。 してきた。前向きな姿勢で取り組んでいた。

３年 １年

加藤陽向さん 加藤 睦さん

２回目の代表。バレーで鍛えた精神力で、中１でスタート区間の大役を担った。物怖

きついところを踏ん張ることができた。 じせず県内トップランナーと渡り合った。

◇ 駅伝で大会（練習）で学んだことは何ですか
筆塚球児さん・・・練習はとても苦しかったけど、耐えることは自分の壁をやぶる

ことにつながると学んだ。「走ることはとても楽しい」

加藤陽向さん・・・今まではどこかに「まあいいや」という考えがありましたが、陸

上を通して「やってみせる」・「やってやる」という気持ちがもてる

ようになり、他のことに対しても強気にいけるようになりました。
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◇ これからの生活（練習）に向けて頑張ることは何ですか
増田敬朝さん・・・駅伝で身に付けた持久力と粘り強さを生かして、受験勉強を頑張

るし、サッカーがもっと上達できるように努力します。

加藤 睦さん・・・一緒に走ってくれたり、指導をしてくれるコーチの方々への感謝

の気持ちを忘れずに、目標に向かって日々の練習を大切にしていき

たいです。

今月の活動報告
❐ 放課後学習会

川嶋 泰さんの感想

思いがけず今年、学習支援をする機会

を得た。改めて見慣れた中庭の樹木に目

を向けると見事までに落葉している木、

立ち枯れているのではないかさえ思わせ

る姿、夏のせみ時雨の賑わいが嘘のよう

な光景が広がり、改めて冬の厳しさを感

じた。

多くの植物たちがこれから始まる冬の

寒さにジィーと今は耐えている。その様

子は目の前の困難と苦しみに耐える生徒

理科の支援をする川嶋泰さん の真剣なまなざしによく似ていた。そん

な彼らの姿に感動し、ジーンと来た。

「先生ありがとう」「お願いします」

「こんにちは」そんな一言に一日中幸せ

でした。

改めたこの学校に来てよかった。

１０年ぶりの生徒との出会いに感謝。

榛原中学校に来てよかった

私の心を熱くさせてくれた中学生にエ

ール。

来週が待ち遠しい。

数学の問題を出題する長谷川明弘さん

❐ 理科部への支援

「そら豆」の植え付け

を行いました。

短い部活動時間でし

たが、一人一苗植え

付けることができま

した。

準備をする塚本行博さん


